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と
地
域
づ
く
り
・
Ⅰ

　

明
治
の
学
制
発
布
、
小
学
校
令
に
は
じ
ま
っ
た
わ
が

国
の
義
務
教
育
制
度
。
戦
後
の
新
教
育
制
度
下
で
は
、
条

件
に
め
ぐ
ま
れ
な
い
離
島
︵
へ
き
地
︶
の
小
・
中
学
校
に
つ

い
て
、
昭
和
二
八
年
の
離
島
振
興
法
、
翌
年
の
へ
き
地
教

育
振
興
法
な
ど
に
も
と
づ
く
諸
施
策
に
よ
り
、
施
設
の

整
備
や
環
境
の
改
善
が
徐
々
に
図
ら
れ
、
小
規
模
校
の

よ
さ
を
生
か
し
た
教
育
の
実
践
が
地
道
に
つ
づ
け
ら
れ

て
き
た
。

　

し
か
し
、
直
近
の
三
〇
年
間
を
み
て
も
、
過
疎
化
・
少

子
化
と
と
も
に
離
島
の
児
童
・
生
徒
数
は
半
減
、統
廃
合

な
ど
に
よ
り
学
校
数
も
三
割
近
く
減
少
し
、休
校
状
態
の

学
校
も
み
ら
れ
る
。

　

一
方
、
昭
和
六
十
年
代
か
ら
、
学
校
存
続
へ
の
危
機
感

な
ど
を
背
景
に
、
島
外
の
子
ど
も
た
ち
が
「
里
親
」
の
も

と
な
ど
か
ら
通
学
す
る「
離
島
留
学
」の
試
み
が
な
さ
れ
、

徐
々
に
全
国
の
小
規
模
校
を
中
心
に
制
度
が
広
ま
っ
た
。

ま
た
、
平
成
一
〇
年
頃
か
ら
、一
定
の
条
件
の
も
と
で
市

町
村
区
域
全
体
か
ら
児
童
・
生
徒
の
募
集
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
本
土
か
ら
の「
離
島
通
学
」
が
は
じ
ま

り
、現
在
で
は
一
〇
以
上
の
島
々
で
定
着
し
て
い
る
。

　

離
島
の
学
校
は
単
な
る
教
育
の
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、地

域
発
展
の
核
と
な
る
存
在
で
あ
る
。
た
と
え
小
規
模
で

あ
っ
て
も
学
校
の
存
続
と
、長
期
的
視
野
に
立
っ
た
活
性

化
策
は
必
要
で
あ
る
。

　

国
で
も
今
年
度
か
ら
、
離
島
活
性
化
交
付
金
に
よ
る

「
離
島
留
学
」へ
の
支
援
が
可
能
と
な
っ
た
。
沖
縄
県
の

離
島
で
は
、
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
型
の
公
営
学
習
塾
が
開
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、学

力
ア
ッ
プ
の
成
果
も
表
わ
れ
て
き
て
い
る
。

　

い
ま
で
は
在
校
生
と
教
職
員
全
員
が
島
外
か
ら
と
い

う
学
校
も
み
ら
れ
、
豊
か
な
自
然
と
比
類
な
き
文
化
、
小

さ
な
社
会
に
永
く
伝
え
ら
れ
て
き
た
暮
ら
し
を
背
景
と

す
る
離
島
の
教
育
環
境
は
、子
ど
も
た
ち
の
人
間
力
を
高

め
る
効
果
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、教
員
の
教
育
力
研
鑽
の

場
と
し
て
の
効
用
も
あ
る
。
離
島
の
学
校
は
、広
く
全
国

に
開
か
れ
た
も
の
と
な
り
う
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。

　

本
特
集
で
は
、小
・
中
学
校
の「
離
島
留
学
」「
離
島
通

学
」
を
実
施
し
て
い
る
お
も
な
事
例
の
実
情
や
課
題
な
ど

に
つ
い
て
、
行
政
、
学
校
、
住
民
の
立
場
な
ど
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
紹
介
い
た
だ
い
た
。
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●
住
民
一
丸
と
な
っ
て
学
校
存
続
の
危
機
と
向
き
合
う

　

宗
像
市
立
地
島
小
学
校
は
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
開
校
の
歴

史
あ
る
、
島
で
唯
一
の
学
校
で
す
。
戦
前
に
は
、
児
童
数
が
一
〇
〇

人
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
高
度
経
済
成
長
時
代
に
な
る
と
島
を
出

る
人
が
増
え
、
昭
和
四
九
年
に
は
三
〇
人
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
そ

の
後
も
さ
ら
に
減
り
続
け
、
平
成
に
な
っ
て
か
ら
は
一
〇
～
二
〇
人

で
推
移
し
、
廃
校
の
危
機
が
次
第
に
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。

　

当
時
の
小
学
生
や
先
生
方
が
「
こ
れ
か
ら
の
地
島
小
学
校
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
学
習
を
開
始
し
、
そ
れ
に
共
感
し
た
住
民
と
保
護
者
が

中
心
と
な
っ
て
平
成
一
一
年
に
「
学
校
存
続
問
題
検
討
委
員
会
」
が

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
本
土
に
あ
る
玄
海
、
玄
海
東
両
小
学
校
の
児
童

七
～
一
〇
人
に
船
で
二
週
間
通
学
し
て
も
ら
う
「
ふ
れ
あ
い
通
学
」

を
実
施
し
な
が
ら
、
県
内
の
山
村
留
学
先
進
地
な
ど
の
視
察
を
重
ね
、

約
二
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
同
一
五
年
に
「
地
島
校
区
漁
村
留
学

を
育
て
る
会
（
以
下
、
育
て
る
会
）」
が
、
県
内
初
と
な
る
漁
村
留
学
制

度
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
漁
村
留
学
制
度
の
概
要

　

泊
港
の
目
の
前
に
、
漁
村
留
学
セ
ン
タ
ー
「
な
ぎ
さ
の
家
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
で
子
ど
も
た
ち
は
、
生
活
全
般
の
支
援
を
行
う
女
性

指
導
員
と
、
寝
食
を
と
も
に
し
た
共
同
生
活
を
行
い
ま
す
。
平
日
の

食
事
は
地
元
の
寮
母
さ
ん
が
お
世
話
を
し
、
休
日
は
指
導
員
と
子
ど

も
た
ち
が
一
緒
に
食
事
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
自
分
で
出
来
る
こ
と
は
自
分
で
、
自
分
た
ち

で
出
来
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
」
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
洗
濯
物

宗像市

神湊

大島

5km

地島

地島：宗像市の沖合約1.6km、玄界灘
と響灘の境に浮かぶ周囲9.3kmの島。
野鳥の宝庫とされ、島内には約6,000
本のヤブツバキが自生し春に美しい
花を咲かせる。人口は164人（平成28
年7月末現在）で、多くが泊区と白浜区
の2集落にくらし、漁業に従事する。

島
に
活
力
を
も
た
ら
す
漁
村
留
学

①
地じ

の
し
ま島︵

福
岡
県
宗
像
市
︶
│
地
島
小
学
校

地
島
校
区
漁
村
留
学
を
育
て
る
会��

会
長　

前
田 

浩
昌

合宿型
離 島 留 学
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を
た
た
ん
だ
り
、
当

番
を
決
め
て
掃
除
を

し
た
り
し
ま
す
。
ま

た
、
平
日
は
六
時

三
〇
分
起
床
、
学
校

か
ら
帰
っ
た
後
は

一
七
時
過
ぎ
か
ら
学

習
、
二
一
時
就
寝
と

い
っ
た
規
則
正
し
い

生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　

留
学
期
間
は
一
年

間
で
、
一
カ
月
に
一

度
帰
省
を
す
る
と
い

う
形
態
を
と
っ
て
い

ま
す
。
対
象
は
、
福

岡
県
内
在
住
の
小
学

校
四
～
六
年
生
児
童

を
基
本
と
し
、
県
外

の
児
童
に
つ
い
て
は
、
緊
急
時
の
対
応
が
と
り
や
す
い
な
ど
の
条
件

つ
き
と
し
て
い
ま
す
。
定
員
は
、
毎
年
、
男
女
合
わ
せ
て
五
～
六
名

程
度
で
す
。

　

今
年
度
の
第
一
四
期
生
ま
で
、
延
べ
七
八
名
が
漁
村
留
学
で
「
地

島
っ
子
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平成27年10月に新設された漁村留学センター「なぎさの家」。

地島校区漁村留学を育てる会
会長・副会長・会計

【顧問】
泊区長
白浜区長
コミュニティ会長
組合理事
組合監事
小学校校長

【生活指導事業班】
消防団
救難
OB会
青壮年部
青年団
育成会
漁協女性部

【小学校PTA事業班】
PTA会長
PTA役員
他

【実行委員】
委員長　他

【実親会】
実親代表
全会員

【事務局】
組合支所長
小学校教頭
【監事】
区長
民生委員　他

【なぎさの家】
指導員
指導員補助
寮母

【ホームステイ】
泊区受入担当
白浜区受入担当

■地島校区漁村留学を育てる会  組織図



34

離 島 留 学

市
が
昨
年
一
〇
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
地
島
ふ
れ
あ
い
交
流
施
設
内
に

な
ぎ
さ
の
家
を
併
設
し
、
よ
り
よ
い
住
環
境
の
整
備
を
し
た
り
、
育

て
る
会
の
活
動
に
後
援
・
協
力
い
た
だ
く
な
ど
、
物
心
両
面
の
強
力

な
支
援
の
お
か
げ
で
、
計
画
的
で
充
実
し
た
留
学
制
度
の
運
営
が
で

き
て
い
ま
す
。

　

育
て
る
会
は
、
島
の
両
区
長
を
は
じ
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協

議
会
、
漁
協
、
小
学
校
、
島
の
各
種
団
体
長
、
そ
の
ほ
か
地
島
に
関

わ
る
多
く
の
方
々
、
実
親
の
会
な
ど
た
く
さ
ん
の
構
成
員
で
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
（
前
頁
図
参
照
）。
総
会
や
な
ぎ
さ
の
家
の
定
例
会
な
ど

を
定
期
的
に
実
施
し
、
会
を
中
心
に
島
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守

り
育
て
て
い
ま
す
。

●
地
島
っ
子
の
特
徴
的
な
体
験
活
動

　

地
島
な
ら
で
は
の
教
育
活
動
は
、
地
域
行
事
や
文
化
と
密

接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
六
月
の
「
櫓ろ

こ
ぎ
体
験
」、
七
月

の
「
地
島
山
笠
」、
九
月
の
「
全
島
大
運
動
会
」、
一
〇
月
の

「
み
あ
れ
祭
の
海
上
パ
レ
ー
ド
」、
一
一
月
の「
魚
捌さ
ば

き
体
験
」、

二
月
の
「
地
島
文
化
祭
」、
三
月
の
「
椿
ま
つ
り
」
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
行
事
に
子
ど
も
た
ち
は
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
ど
の
行
事
も
保
護
者
、
島
の
方
々
が
地
島
っ
子
と
一

緒
に
活
動
で
き
る
こ
と
を
喜
び
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

帰
省
を
し
な
い
土
曜
・
日
曜
、
祝
日
に
は
、
島
の
方
々
の

●
制
度
を
支
え
る
各
種
支
援

　

漁
村
留
学
の
運
営
を
賄
っ
て
い
る
の
は
、
お
も
に
留
学
生
保
護
者

の
負
担
金
と
宗
像
市
の
補
助
金
で
す
。保
護
者
の
負
担
は
、生
活
費
と

し
て
一
カ
月
四
万
円
を
一
一
カ
月
。
加
え
て
各
学
期
三
万
五
〇
〇
〇

円
程
度
（
学
校
教
材
費
・
給
食
費
と
し
て
約
二
万
五
〇
〇
〇
円
、
医
療
・
小
遣

い
な
ど
約
一
万
円
）
で
す
。

　

宗
像
市
と
市
教
育
委
員
会
か
ら
は
、
指
導
員
や
寮
母
さ
ん
の
委
託

費
や
施
設
管
理
、
交
流
体
験
事
業
運
営
な
ど
に
か
か
る
経
費
と
し
て
、

年
間
約
三
七
二
万
円
の
補
助
金
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

「なぎさの家」での魚捌き体験。子どもたちは興味津々。

櫓を漕ぐ児童。指導するのは漁師である父親。
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家
に
お
邪
魔
す
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ（
年
間
四
回
）、
地
島
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、

魚
・
イ
カ
釣
り
体
験
な
ど
地
島
に
関
わ
る
体
験
活
動
を
行
い
、
島
の

子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
住
民
と
交
流
す
る
こ
と
で
地
島

っ
子
と
し
て
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

●「
な
ぎ
さ
の
家
通
信
」
で
保
護
者
の
不
安
を
軽
減

　

歴
代
の
育
て
る
会
の
会
長
た
ち
か
ら
は
、
漁
村
留
学
制
度
が
軌
道

に
乗
る
ま
で
、
行
政
や
地
域
住
民
の
支
援
を
得
る
た
め
に
漁
を
し
な

が
ら
奔
走
し
た
こ
と
や
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
で
き
る
生
活
環
境
を

整
え
る
こ
と
に
力
を
注
が
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
私
が
配
慮
し
て
い
る
こ
と
は
、
留
学
生
や
保
護
者
に
対
す
る

ケ
ア
で
す
。
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
る
、
な
ら
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
な

ぎ
さ
の
家
や
学
校
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
指
導
員
や
学
校
と

密
に
連
絡
を
取
っ
た
り
、
な
ぎ
さ
の
家
で
楽
し
い
行
事
を
実
施
し
て

　宗像市神
こうの

湊
みなと

港から市営渡船で約15分。玄界灘と響灘
の境に浮かぶ地島唯一の学校・宗像市立地島小学校は、
明治7年に開校した創立143年目の歴史ある学校です。
本年度は、島の子ども7名と漁村留学の子ども5名の計
12名の「地島っ子」が在籍しています。全3学級で、5・
6年生5名、2・3年生2名がそれぞれ複式学級、4年生5
名が単式学級となっています。
　本校の特色は、地島の自然・文化・地域に学ぶ教育活
動を展開しているところです。「海」と関わる学習、「椿」
と関わる学習、「島の文化」と関わる学習を行っており、
これらの体験を通した学びを、確かな学力を保証するた
めの徹底した少人数授業や個別指導に活かしています。
　漁村留学の子どもたちが地島っ子として在籍するこ
とで島に多くのものをもたらしており、次の二つは代表
的なものです。
　一つ目は、言うまでもなく学校存続です。漁村留学の
取り組みが始まった平成15年度以降、毎年5 ～ 7名の
留学生が来ることで児童数10名以上が在籍しています。
このことにより学校の廃校どころか、今年度から3カ年
計画で小学校大規模改造工事が行われることにもなり
ました。
　もう一つは、島の子どもたちによい効果をもたらして
いることです。島の子どもたちだけで生活していると、
固定化された人間関係となります。ところが、留学生
が来ることで、それぞれに個性をもった子どもたちと
交流する機会ができます。多くの子どもたちと学んだ
り、遊んだり、折り合いをつけたりして、島外の中学校
への進学に向けてコミュニケーション能力などの向上
が図られています。
　このままいくと、島の子どもたちの数は、平成32年度
には2名になってしまいます。ますます、漁村留学の取
り組みの必要性が高まっていきます。学校としては、留
学生も含めた地島っ子の心豊かな成長に向け、地域と
ともに歩んでいきたいと考えています。また、子どもた
ちの元気な姿をお見せすることで、地域の活性化の一
助となるような教育活動を変わらず行っていきます。

（宗像市立地島小学校　校長　牛島昌哉）

◆学校からみた離島留学◆
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離 島 留 学

だ
文
化
や
水
産
業
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
て
い
ま
す
。

留
学
生
Ｏ
Ｂ
の
中
に
は
、山
口
県
の
水
産
大
学
校
に
進
学
し
た
子
、
水

産
高
校
を
経
て
船
員
に
な
っ
た
子
、
有
人
潜
水
調
査
船「
し
ん
か
い

六
五
〇
〇
」に
携
わ
っ
て
い
る
子
、
地
島
で
学
ん
だ
三さ
ん
し
ん線
を
深
め
る

た
め
に
琉
球
大
学
に
進
学
し
た
子
な
ど
、
漁
村
留
学
を
き
っ
か
け
と

し
て
進
路
を
決
め
た
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

●
将
来
に
向
け
て

　

私
は
、
自
分
た
ち
も
子
ど
も
た
ち
も
み
な
島
に
育
て
て
も
ら
い
ま

し
た
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
先
も
若
い
人
た
ち
が
子
ど
も
を
育
て

ら
れ
る
島
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
地
島
の
高
齢

化
と
人
口
減
少
は
大
き
な
課
題
で
す
。
そ
れ
で
も
地
島
を
知
っ
て
も

ら
い
、
活
気
あ
る
島
に
し
て
い
き
た
い
と
誰
も
が
考
え
て
い
ま
す
。

　

幸
い
、
漁
村
留
学
を
通
じ
て
留
学
生
や
保
護
者
が
地
島
に
愛
着
を

持
ち
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
国
で
も
稀
な
漁
村
留
学
は
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
取
材
に
よ
り
、
多
く
の
人

に
地
島
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
も
な

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
行
政
の
支
援
を
受
け
、
漁
村
留
学

の
取
り
組
み
を
継
続
・
発
展
さ
せ
な
が
ら
、

地
島
の
活
性
化
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。�

■

い
ま
す
。

　

保
護
者
は
自
分
の
子
ど
も
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か

心
配
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
指
導
員
が
毎
週
作
成
す
る
「
な
ぎ

さ
の
家
通
信
」
を
郵
送
し
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
様
子
を
詳
し
く

伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
の
進
路
が
留
学
制
度
の
成
果

　

小
学
校
は
島
の
中
心
的
存
在
。
な
く
な
れ
ば
島
が
な
く
な
る
の
と

同
じ
―
―
。
島
の
方
々
は
そ
れ
く
ら
い
学
校
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
を
通
じ
て
二
つ
の
集
落
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
漁
村
留
学
に
よ
り
全

校
児
童
数
が
毎
年
一
〇
名
を

超
え
、
地
域
行
事
に
地
島
っ

子
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
高

齢
化
が
進
む
島
に
活
気
を
も

た
ら
し
、
住
民
の
喜
び
や
生

き
甲
斐
、
地
域
の
団
結
力
な

ど
多
く
の
も
の
を
得
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
住
民
は

漁
村
留
学
に
協
力
を
惜
し
ま

な
い
の
で
す
。

　

漁
村
留
学
を
経
験
し
た
子

ど
も
た
ち
に
、
地
島
で
学
ん

前田浩昌　（まえだ ひろまさ）

昭和41年宗像市地島生まれ。「地
島校区漁村留学を育てる会」第6代
会長。地島小学校PTA前会長。地
島および小学校の活性化を願い、
漁業を行うかたわら、漁村留学制
度を積極的に推進している。

1年間の漁村留学が終わり、島の住民に見送られる留学生
とその家族。




